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椋む
く
ろ
じＣ
遺
跡　

北
区
太
田

　

椋
Ｃ
遺
跡
は
、
法ほ

っ

花け

鳥ど

屋や

遺
跡
（
一
〇
八
ペ
ー
ジ
）
や
葛く

ず

塚つ
か

遺
跡
（
一
二

〇
ペ
ー
ジ
）
と
同
じ
砂
丘
列
の
内
陸
側
（
東
側
）
の
裾す

そ

に
あ
る
。
海
岸
線
か

ら
は
約
五
・
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
、
遺
跡
の
南
約
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
は
県

内
最
大
の
潟せ

き

湖こ

福
島
潟
が
広
が
っ
て
い
る
。

　

遺
跡
は
、
平
成
十
六
（
二
〇
〇
四
）
年
に
葛
塚
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
新
設

図180　遺跡の位置
５万分１地形図「新潟」

工
事
に
先
立
つ
試
掘
調
査
で
発
見
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
市
道
工
事
に
伴
い
豊
栄
市
教
育
委

員
会
が
発
掘
調
査
し
、
縄
文
時
代
中
期
（
約
五
〇
〇
〇
〜
四
〇
〇
〇
年
前
）
か
ら
鎌
倉
・

室
町
時
代
に
至
る
様
々
な
時
代
の
遺
物
が
出
土
し
た
。
特
に
弥
生
時
代
後
半
か
ら
古
墳
時

代
初
頭
（
二
〇
〇
〇
〜
一
六
〇
〇
年
前
）
の
土
器
が
多
く
、
中
で
も
北
方
系
の
続
縄
文
土

器
が
ま
と
ま
っ
て
出
土
し
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

　

弥
生
時
代
、
本
州
で
は
稲
作
を
生
活
の
基
盤
と
す
る
文
化
が
波
及
す
る
が
、
北
海
道
で

は
漁
労
・
採
集
・
狩
猟
を
生
業
と
す
る
文
化
が
続
い
て
い
た
。
こ
う
し
た
人
々
が
使
っ
て

い
た
独
自
の
土
器
の
こ
と
を
続
縄
文
土
器
と
い
う
。
東
日
本
で
は
、
こ
の
続
縄
文
土
器
が

出
土
す
る
遺
跡
が
点
々
と
見
つ
か
っ
て
お
り
、
日
本
海
側
は
新
潟
県
が
南
限
に
な
っ
て
い

る
。
市
域
で
は
葛
塚
遺
跡
、
南
赤
坂
遺
跡
（
五
八
ペ
ー
ジ
）、
御お

井い

戸ど

Ｂ
遺
跡
（
五
一
ペ

図181　発掘調査区
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ー
ジ
参
照
）
な
ど
で
見
つ
か
っ
て
い
る
。

　

椋
Ｃ
遺
跡
で
は
、
続
縄
文
土
器
の
ほ
か
、
長
野
県
北
部
や
北
陸
地
方
の
影
響
を
受
け
た
土
器
も
見
つ
か
っ
て

図182　続縄文土器

い
る
。
こ
の
こ
と
は
、

こ
の
地
域
が
様
々
な
文

化
の
交
流
地
で
あ
っ
た

こ
と
を
物
語
っ
て
い

る
。
椋
Ｃ
遺
跡
で
見
つ

か
っ
た
続
縄
文
土
器

は
、
ど
れ
も
小
さ
な
破

片
で
あ
る
が
、
こ
の
地

域
の
弥
生
文
化
と
続
縄

文
文
化
と
の
か
か
わ
り

を
調
べ
る
上
で
重
要
な

資
料
で
あ
る
。


